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1 .はじめに

は、現在の高校地学の中で問、 れて

しユる は、

きな教材の一つであり、

しくみ、

を は

しい

マグニチュード、

および震災と予知などが中心になっている O しかし、

あるのだが、どうしても話だけで終わってしまいがち

という気持ちをいつも持っところである O 特に、
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この とシンクむスコ を伺い

を し3により さ
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あり、もう少し

S ど、

ょう J('88. 2 .21)の報告である O

日凶 るように S 

いくつかのスアツ いる O

により S波の

ることから P

とし るO
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2 x 3 x 7 cm程度の木片を 2本の釘で打ちつける(木片のまわりにゴムまたはガ

ムテープを厚くしたものを貼りつけておく)。打撃には、音叉たたき棒などを使用す

るO 〉ものがよい。

グランドでの実験:長さ約 1m、10cm角程度の木材の杭

かけや(木製の槌)

ら打ち込ん には、

(2) 

ンクションスイッチ

測定レンジ

にし

S波の速度を

(リオン社 VM 型)を用いる O これは、市役

X、Y、Zの 3成分方向のセンサーを備え、検出した

している O また、切り換えスイッチによって検出した

を決められるようになっている O 測定の際は、ブア

する O

したり、定時出線を書くためのデータを取る際に、

っしき ;土、

町村役場から
、少
l.-

し〉

を記録するショットマーク記録用の検出器が必要になる O これには、

の大きさのセラミックマイクロホンを、かけやの打撃面の反対側に粘土をクッション材としてガム

テープなどで固定しておく O

(3) 

ルのもの

にはシンクロスコープを{吏用する O シンクロスコープは 1チャンネ

を測定するためには、ショットマークと地震波形の両方を

めに 2チャンネルのもの

を記録紙上で行うこと

きると便利である O ペンレコーダーが使用

き、測定記録として保存できるため、借用できる は

使用するとよい。

(4) 

を残すことができないため、波形観察時の画面を

つくり観察できるようにする O その際に、大

として授業の効果をあげることもできる O

るものを使用し、静止画像として観察、解析を

シンクロスコープのみによる観察では

ビデオカメラとビデオデッキを用いて録画し、

ビデオモニターを使用すれば、迫力のある

るためのピデオデッキ

うようにする O

(5) その他

ビニーノレ るO

4.実習の方法

ステッブ l

P波、 S波がそれ

したように、

ユ る)

ることを説明した後、振動の様子を

センサー出力の内、

らないように一成分のみ

る実験である O

して増幅@出力

とえばX成分)を使用〉
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ように表示されるかを確認することである O つまり最初の力の方向に対応するセンサーの動きが、シ

ンクロスコープではどちら側(上、下)のピークになって出るかということである O

実験は、図 1、 2に示したように、センサーの振動感知方位と測線を一致させた場合と直交させた

場合の両方の設定で行う O 図中 (A) は縦波で

ある P波、 (B)、(C)は横波である S波を発生

させたことになる O

結果を写真 2~7 に示した。図 l の実験では、

センサー

国 l センサーの接動感知方f立と湖議を

一致させた

図 2 センターの援勤惑知方住と潟隷を

交させた

2 盟lのAの場合の波形

4 図 10)C
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5 国 2のAの場合の波形

5 図 2のsの場合の波形

7 20)む

り

に明瞭な波形が現れ、 (B)、 (C)、

に小さくなっている O 図 2の実

は振幅が小さく、 (B)、(C)

波形が現れ、しかも互いに立ち

した波形となっている O図上

ら縦波である P波を、図 22の( )の

の( )、 (C)の られる波形の反転と

いう ら としての S波を見せることが

でき、 るP波、

に振動する S波を できることにな

るO

ステッブ 2

'7"で?

に叩 」叩

P波、 S波を確

を測定する)

は、ステップ 1において室内

玉、 に地盤の振も

を測定することによって、地

のイメージに重ねようというものである O

って、実験の手順はステップ 1と向様である O

に打った木杭をかけやで打

を記録する O また、 P波、 S波

は、かけやに したセラミック

マイクロホンによっ した を

図 3
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(1)かけや、 (2)杭、 (3)セラミッ

クマイクロホン、(4)振動計、(5)シンクロスコー
(6)ピデオカメラ、 (7)ビデオレコ…ダ、 (8)

モニタ一、 (9)振動セン件一
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図ヰ 中 は、関 3のものと同じである o P Rはペンレコーダ

ショットマークと、 P波、 S波の初動の到着時刻

とのずれから求める O

は、 を行う

とセンサーと

にもよるがお m

と畏い

国 3に

ステッブ3 を書く)

ステップ 1、ステップ 2では、地震波 (p波@

S波)がどのような性質の波であるかを室内、

ここでは次のステップとして、

自分違の得た資料をもとに走時曲線を書き、さら

を向けようというもにま

のであ，叫 O

lO~臼 m の測線を

の端におい

m おきにセン

いく O こ

もシンクロスコー

カメラ

るO ペンレコー

るO 図 5
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であるとをすべてこれら 3

/シ/eぺz斗O∞O
Jγ「ぺ/メ@ 

i ノンダ〆曹
2 ト J 〆~..，.".;

LJffdJ/V吋 90mβ 

~;X，.;; 390 m;s 

ー刷
M
S
4

は

7 
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地震波の測定記録から得られた走時曲線

作1

O 

図6どちらに

るだけの
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P 

V1=390 m/S 105m 

、少
l..・・・これだけの興味をは、

ら

2.9m 

V3=1100 m/s 

なした場合、第 l層は厚さ約1.5

m、P波速度は約 390m/s、第 2

さ約 2.9m、P波速度は約 690m/

s、第 3層の厚さは不明、 P波速度は

約 1100m/sと計算される O この模

式断面図を図 7左側に示す。

側は、実際のボーリング柱状留と N

f直である O

生徒は、自分遣の起こした振動が

られることに興味を示

す。モニターテレビに映し出された

波形を一生ノ懸命に見つめ、

動くかを見ようとする O 手軽であるために

行っていた、ノてネを揺すって

従来の

V2=690 m/s 

とはなかった。

を通して、生徒が地震動に興味

を持ち、さらには建物の振動特性の解析や

自然地震そのものの&探究へと、その興味を

発展させていくことを期待したい。

今年度の磐田北高校の授業で本実習を取

げたので、その時の生徒の感想、を記す。

この

中学のときも地震波について勉強し

P波、 S波がそれぞれ縦波、横波

だということを開いたけれどよくわか

① 

り

10 て、

をして実際に地震波を見ることによって揺れ方の違いがわかった。

S波は横波だから、反対からたたくと地面も反対に動くはずだ、と言われたが、実際にやってみて本

に反対に動いたので良くわかった。どの場所でもそうなるのか、私の家の近くでも

理科 Iの授業で、地震波の伝わる速さからそホ

で測ったら、それと同じようなことができたのです

走時曲線から求められた地下構造とボーリング柱状密図 7らないところカヨあったカ人

② 

してみたい。

されたと教わったが、学校のグランド

いと思った。地震波の速さが毎秒 1kmも

③ 

おまた、快くるO
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あるのにはおどろいた。

おわりにあたり、

貸しいただいた磐田市市民安全課に感謝する O

よりおいで頂い


